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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・ノロウイルスが発生しています。感染予防の為に患者様には手洗いうがいを声掛けして行きましょう。又、下痢や嘔吐の方への接触があった場合はきちんと手洗い行い感染を防ぐようにして下さい。ノロウイルスに関しての資料が病棟へきていますので各自確認して下さい。

· 正月外泊を担当スタッフは家族に促して下さい。面会があった時はその際促すようにしましょう。（治療の一環であり外泊が無理なら外出。外出が無理なら面会を促しましょう）対応後、パソコン入力お願いします。

○家族に電話をしたら担当スタッフは

みんなの共有→青南病院→看護課→看護課共有→06正月外泊状況→西Ｇ外出・泊関係→正月外出泊に入力

· 外出泊許可が出たら

みんなの共有→青南病院→看護課→看護課共有→06西Ｇに入力

・皮膚科診察で処方が変更や止めとなった場合等に、皮膚疾患治療箋への入力漏れが見られます。皮膚科診察担当となったスタッフは入力漏れが無いよう確認していきましょう。

・カルテの入院精神療法実施記録の患者様氏名や年齢の記入漏れが見られます。又、フローシートの入浴の○記載は右端の欄に統一して記入して下さい。

・１２/１２(火)～１２/１６(土)､１９日(火)､２０日(水)定期採血があります。凝固のないよう気を付けましょう。

・宮本　建造様～アスモロールがなくなりましたので処方お願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 山田　隆雄様～御家族からは直接連絡が無いのですが、下平ＳＷより病棟スタッフへ

山田様のお兄様が亡くなったとの情報がありました。御家族から連絡が入ってないのでスタッフからは本人へはその事を伝えず、本人へは御家族の方からお話して頂く事とします。

· 畑中　徹　様～本人様より保育所に提出するため診断書の希望があり、主治医に報告し

　　書いて頂く事となっています。又、“診断書を郵送できるか？”と話されていましたのでPSWに確認した所、郵送は出来るとの事。診断書代

３１５０円+郵送料８０円を預かり金から支払って頂き、奥様へ郵送して頂く事となっていますので、面会時ご家族へ説明お願いします。

・佐々木康子様～「便が出にくい」と話し下剤処方希望しています。本日、主治医に情報提供しており、定期薬に下剤センナリド４Ｔ・アローゼン１Ｐが処方されていますので追加処方はありませんでした。水分補給・腹部マッサージの促しを行い、排便状況・腹部観察をしていきましょう。

・松橋　清子様～１２月１０日(日)排便3日なく水分補給・腹部マッサージ施行しています。本日も排便無い事からその事に固着しアローゼン希望されていますが、定期処方に下剤センナリド２Ｔ、アローゼン１Ｐが処方されていますので腹部マッサージ指導しスタッフ一緒に行い、シンラック液１５滴服用しています。食事の偏食も見られるので食事の必要性も説明しています。その後、多量の普通便の排泄あります。排便が無い事への固着が見られる方ですので今後も水分補給・腹部マッサージ・運動の促しを行っていきましょう。

・出河　攻　様～１２月１０日（日）母様より差し入れあり面会せずに帰られたと医事室より連絡あります。切り餅を持ってきており（他に筋子・イカの塩辛など）本人様熱湯をかけてコップに入れて食べると話しているため誤嚥の危険性があること・体重管理をしていることを伝えスタッフオフィスに預かっています。本人様は正月に食べると話していますが主治医に報告をお願いします。医事室へ差し入れが多い場合は差し入れのパンフレットで確認し家族を帰さずに病棟へ連絡が欲しいことを伝えています。血液検査でコレステロール値が高値となっていますので、本人にも必要以上の多量な差し入れ要求はしない様その都度説明していって下さい。

・中村　マス様～ラジカセのコンセントの部分が壊れていますが使用しており危険なためスタッフオフィスで預かっています。担当スタッフは本人様とラジカセをどうするか話し合って下さい。

（週間連絡）

12/11(月)　定期寝具交換（シーツ・枕カバー・掛布団カバー）

12/12(火)　大坪夏雄様15：00退院予定

　タオル漂白

12/12(火)～16(金)　定期採血

12/13(水)　本多富美様のお母様、青山荘見学14：00～

　　　　　清水栄子様、退院療養検討会議予定13:30～

　　　　　佐藤節子様　外出訓練（病院周辺）

12/14(木)　清水栄子様16：00退院予定

12/15(金)　歯科診察

（田名部Ｄｒケースカンファレンス・診察情報）

· 大坪　夏雄様～１２月１２日(火)１５：００退院予定となっています。初外来日は

１２月２７日(水)１０：００となり、退院時処方が１５日分処方となっています。明日よりノックビン（抗酒剤）処方となり、残薬は退院後服用するよう説明お願いします。また、持参薬もありますので忘れずにお渡しして下さい。1月初旬に持参薬が切れますが、外来で処方していく予定です。

· 清水　栄子様～土曜日より「爆発しそう」「絶不調」と訴え、パニック発作様の症状で
あったと話されています。スタッフと話をする時間を設ける事伝えますが｢大丈夫｣と話され、自ら話してくる事はありませんでしたが、現在は落ち着いてきているとの事です。本日のアルコール依存症治療プログラムでは、プログラムのシステムや病棟に対する不満話されています。また、旦那様へ手紙を出し返事はきたようですが、退院後に関する不安が強い様子です。今後も、話を出来る環境を提供し、適宜声掛けしてきましょう。
夜間、睡眠はとれているが中途覚醒時にふらつきがあると訴え聞かれ、眠剤減薬となっています。

ネルボン（10）1T　→ネルボン（5）1T

ジェイゾロイド（25）1T　→止め
１２月１４日(木)１６：００退院予定となっています。初外来日は

１２月２７日(水)１０：００となり、退院時処方が１３日分処方となっています。また、本人より不安になった時に服用する薬が欲しいと希望聞かれ、不安時服用のメディピース（0.5）1T　頓服薬１３回分処方となっています。明日よりシアナマイド（抗酒剤）処方となりましたので、服用の仕方等の説明お願いします。

· 田中　静子様～落ち着かない、夜間眠れないと訴え聞かれ、明日より臨時薬調整となる。

リスパダール（1）1T　→2T

タスモリン（1）1T　→2T　　　3×ndE

アモバン（10）1T　→ユーロジン（2）1T　1×vds

退院を出来るだけ早くしたいとご本人とお父様より希望聞かれていますが、主治医へ確認が必要な事説明しています。ご本人より外泊希望がありますが、外出泊は週末であれば可とするとの事です。「調子をみて決める」と話されていますので、訴えの内容や、日課・プログラムへの取り組み、夜間の睡眠状況について観察していきましょう

・伊藤　義彦様～妹様面会後、妹様からの情報で「神様が降りてきている」と話されていたとのことです。面会後は疲労感を訴えて休んでいましたが、スタッフが問い掛けても妹様が話していたようなことは聞かれませんでした。主治医に情報提供しており“外目には出さず顕在化しない症状が根強くあり、妄想状態にあり病的体験があるととらえている。情動面は問題ないが、病的症状があれば今後も治療は必要です”とのお話あります。病気の症状として理解し症状と上手に付き合っていく必要がありますが、以前、疾病教室後に「こんな病気なら死んだ方が良い」と自殺企図がありました。病的な体験を隠すのではなく、自ら“変だな”と思った事を話せるような関わりをし、自殺企図には十分注意をはらい所在確認をしていきましょう。

・古川　文博様～１２月１２日（火）～１３日（水）まで「作業用のシート・ロープを千葉県に宅急便で送るため」外泊希望あります。プログラムの中に外泊訓練として１２月３０日(土)～３１日(日)の初外泊が組まれていることや宅配なら病院からも送れること主治医へ話し、主治医より“面談をしても外出が出来なければ退院すると話されてきています。今後は外泊訓練もあるので控えて頂きたい。”とのお話しがあり外泊は無しになりました。

１２月９日(金)外出から戻られた際、嗜好品を多く持ち込んでおり、菓子類を衣類の袖の中に隠して持ち込むことあります。又、血液検査データー値が良くないので、マヨネーズやカップ麺はスタッフ預かりとしていますが理解に欠ける言動が見られます。主治医からは“今月の血液検査のデータを見てから判断します。それまでは間食は控えて頂いて下さい。”とのお話しあります。

１２月１４日(木)10：00～Ａユニットミーティングルームにて御家族と勉強会を行う予定です。内容は病気の知識と理解をして頂く為に、アルコール依存症プログラムのビデオ１を見て頂きます。本人は家の仕事のこと等心配事がある様子ですので、治療に専念してもらうよう伝えて行きたいとの事です。奥様へは連絡が取れ、来て頂けることになっていますので勉強会に付く鳥谷部Nsは、当日ビデオの準備をお願いします。

ＳＷ⇒病気の理解度がどのくらいか分からない為、疾病を中心に行う予定。勉強会の２回目が出来るようだったら、退院後の生活について生活設計を作りたい。本人と御家族とで確認し合いたい。との事です。

